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平成１２年度高等専門学校情報処理教育研究委員会の活動の報告 
 
総合情報処理センター長  藤原 正敏 
 
１．はじめに 
 高等専門学校の情報処理教育に関わる種々の活動を、高専全体の問題と捉えて、「高等専門学校
情報処理教育研究委員会」（略称 専情委）が組織されています。私は、平成１１年度～１２年度
は、東海・北陸地区からの委員として、微力ながら参画しています。今年度から「専情委」が高専
協会の下部委員会として、正式に位置づけられ、「情報」に関わる分野において、高専の活性化の
一翼を担うことが明確になりました。（広報４３号に報告して以後の）今年度の活動の概要を報告
します。 
 
２．委員会活動 
 委員会は、年度末に東京と、夏に研究発表会の開催地で例年２回が開催されています。この会議の審
議内容は以下の所に掲載されております。 
 年度末は、平成 12 年 3 月 24 日に国立教育会館で、夏は、平成 12 年 8 月 22 日に岐阜市のグラン
パレホテルで開催された。議論の内容の骨子を以下に示します。 
 
◇第４９回委員会 国立教育会館 平成 12 年 3 月 24 日 
http://info.numazu-ct.ac.jp/senjoui2/gijiroku/49/49-1giji.html 
・委員長挨拶 
・ 議 題 
   高等専門学校情報処理教育研究委員会、研究発表会、 
                プログラミングコンテストについて 
    プログラミングコンテストについて 
    第 20 回高等専門学校情報処理教育研究委員会研究発表会準備状況 
    第 20 回高等専門学校情報処理教育研究委員会研究発表会について 
    プロコン本選開催校・研究発表会主管校の選定について 
    専情委承合事項と高専名記入について 
 
   ネットワーク関連  
    「校内 LAN の故障状況と保守契約」に関する報告 
     LAN 設備の更新について 
     ネットワーク接続形態と回線接続費の関係 
     ネットワークセキュリティーへの対応状況について 
・その他 
 
◇ 第５０回委員会 
http://info.numazu-ct.ac.jp/senjoui2/gijiroku/50/50-1giji.html 
日 時 ： 平成 12 年 8 月 22 日（火） 13:00 〜 16:00 
場 所 ： グランパレホテル（岐阜市） 
・委員長挨拶 
・ 議 題 
・委員おブザー場紹介 
・ 議 題 
   高等専門学校連合会会則等の改訂について 
   高等専門学校情報処理教育研究委員会規定の制定について 
   平成 12 年度専情委事業計画案について 
  第 20 回情報処理教育研究発表会の表彰について  
  プロコン代表と専情委について 
  高専次世代「情報インフラ」整備について  
  全高専の情報センター教官の定員化 
  高専教育における「情報基礎（仮称）」の在り方  
  承合事項について  
 ・その他 
 詳細は、専情委のホームページや議事録のページを参照下さい。 
 特記するとすれば、第５０回の審議事項の後半３つ即ち 
  １）高専次世代「情報インフラ」整備について  
  ２）全高専の情報センター教官の定員化 
  ３）高専教育における「情報基礎（仮称）」の在り方 
 は、私の方から提案したものです。 
 兼ねてからの懸案であり、この会合を契機に少し高専全体の問題として盛り上がることを期待し
ています。 
 ２）については、「ＩＴ革命」というキーワードを基に大学には、かなりの補正予算が付いたの
で、言い出しっぺということもあり、何人かの先生と議論しながら、全国高専も何とか具体的な形
で実現するように活動をしています。 
この活動の概要は、次の所に掲載しております。 
http://www2.tsuyama-ct.ac.jp/okada/kousen-LAN/ 
このような形での「情報の共有」により、高専全体の意識改革、問題意識の高揚、高専全体の知恵
結集、コンセンサスを得る手段としてインターネットを活用しております。 
 
３．研究発表会 
 第 20 回高等専門学校情報処理教育研究発表会は、岐阜工業高等専門学校のお世話で、グランパレ
ホテルを会場として開催された。 
・ 発表件数７１件 
 http://info.numazu-ct.ac.jp/senjoui2/happyoukai/20/bunka.html 
 ・パネルディスカッション 
  「高専情報処理教育にプログラミングは必須か否か 
   -新学習指導要領の実施を踏まえ、高専での情報教育の在り方を探る-」 
 http://info.numazu-ct.ac.jp/senjoui2/happyoukai/20/panel.html 
 ・特別講演会 
  「情報技術が支えるメディアアートの未来」 
   講  師  岐阜県国際情報科学芸術アカデミー 学長 坂根巌夫 氏 
 http://info.numazu-ct.ac.jp/senjoui2/happyoukai/20/kouen.html 
 ・懇親会 
 私は、「福井高専新教育用システムの構成と運用・管理について」 
    「高度情報通信社会における地域情報化への貢献」  
 の２件を発表した。 
 昨年の津山に引き続いて２回目の参加ですが、知り合いも増えていろいろとざっくばらんに各高
専の取り組みや実状を知ることが出来た収穫が多かった。 
 
４．見学・研修 
 翌日 8 月 24 日は、9:00～12:30 大垣市を中心とする岐阜県が誇る情報産業の拠点である「ソフ
トピアジャパンセンター」および「センター周辺のベンチャー企業」を見学した。知事の強力なリ
ーダーシップの基に、織物産地が情報産業の拠点として見事に衣替えしており、福井県とのあまり
の違いに唖然とした。この影響は、岐阜高専にも＋の効果をいろいろな面でもたらしていることも
分かった。福井県、丹南地区の地域情報化への取り組みの必要性を痛感した１日でした。 
 
５．おわりに 
 インターネットの活用により、その他種々の問題を議論したり、情報交換しています。「教育の
情報化」、「高度情報化社会における高専の役割」、「情報教育の必要性、在り方」、「情報システムの
構築、サポート、保守・管理」など議論し、進めていくべき数多くの問題があります。この高等専
門学校情報処理教育研究委員会の果たす役割の重要性はますます高まるように思います。 
 全国高専の校長先生はじめ、多くの教職員の理解と協力の下に本委員会がますます活躍すること
を祈ります。 
